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免責事項および注意事項

 本資料に記載された将来情報などは資料作成時点での当社の認識、意見、判断又は予測
であり、その実現を保証するものではありません。様々な要因により実際の業績や結果とは大き
く異なる可能性があることをご承知おき下さい。

 説明会および本資料は、当社をご理解いただくための情報提供を目的としたものであり、当社
又は子会社が発行する有価証券への投資を勧誘するものではありません。

 セグメント収益は、セグメント間の内部営業収益又は振替高を含んだ営業収益を表示しており
ます。

 業績予想以外の円換算の為替レートは、以下の2021年9月末レートで換算しております。
1 シンガポールドル：82.20円 1インドネシアルピア：0.0079円 1モンゴルトゥグルグ：0.0393円
1韓国ウォン：0.0947円 1USドル：111.92円

 JTキャピタルは非継続事業として扱っております。

● JT貯蓄銀行は、2021年12月期第3四半期および前年同期の業績、さらに2021年通期業
績予想において継続事業として扱っております。
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1. 2021年12月期 連結業績予想に対する進捗率
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3Q FY12/2021
実績

FY12/2021
通期予想

進捗率
（通期予想比）

営業収益 306億円 421億円 73%

営業利益 78億円 55億円 142%

税引前利益 83億円 82億円 101%

親会社の所有者に
帰属する当期利益

24億円 20億円 120%

主力の各金融事業の損益が計画を上回って推移していることなどから、利益項目は通期予

想を上回って着地

事業ポートフォリオの再編を進めていることなどから、2021年5月発表の通期予想を据え置き

2021年12月期3Qにおける通期予想に対する進捗率
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2. 2021年12月期第3四半期 連結決算概要
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3Q累計連結業績概要

日本金融事業

債権回収業務が好調、保証業務は堅調で、日本保証とパルティール債権回収の
営業収益と営業利益は1月～3月と4月～6月に続き7月～9月も計画を上回った

韓国及びモンゴル金融事業

JTキャピタルは株式譲渡完了、JT貯蓄銀行は継続事業として取り扱い

東南アジア金融事業

セグメント営業損益はインドネシア事業の営業損失額縮小とカンボジア事業の増
益により、計画を上回る速度で改善しており、営業損失額は前年同期比縮小
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3Q FY12/2020
(2020/1/1~2020/9/30)

3Q FY12/2021
(2021/1/1~2021/9/30)

差異
（※）

営業収益 290億円 306億円 16億円

営業利益 -13億円 78億円 91億円

税引前利益 -15億円 83億円 98億円

親会社の所有者に
帰属する当期利益

24億円 24億円 0億円

 3Q累計の営業利益と税引前利益は前年同期比で大幅な増益

親会社の所有者に帰属する当期利益には、通期予想に織り込み済みの、JTキャピタル売却

損を計上

連結業績

（※）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しております。
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セグメント別営業収益

3Q FY12/2020
(2020/1/1~2020/9/30)

3Q FY12/2021
(2021/1/1~2021/9/30)

差異
（※1）

日本金融事業 68億円 68億円 0億円

韓国及び
モンゴル金融事業

93億円 110億円 17億円

東南アジア金融事業 120億円 120億円 0億円

投資事業 7億円 5億円 -2億円

その他 4億円 4億円 0億円

連結営業収益（※2） 290億円 306億円 16億円

（※1）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しております。
（※2）連結営業収益は連結調整後の数値となります。

韓国及びモンゴル金融事業が前年同期比で17億円の増収
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セグメント別営業損益

3Q FY12/2020
(2020/1/1~2020/9/30)

3Q FY12/2021
(2021/1/1~2021/9/30)

差異
（※1）

日本金融事業 34億円 36億円 2億円

韓国及び
モンゴル金融事業

19億円 28億円 9億円

東南アジア金融事業 -43億円 -29億円 14億円

投資事業 -12億円 60億円 72億円

その他 -1億円 -0億円 1億円

連結営業損益（※2） -13億円 78億円 91億円

（※1）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しております。
（※2）連結営業損益は連結調整後の数値となります。

東南アジア金融事業が前年同期比で14億円の改善

投資事業が増益に大きく貢献
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3. 2021年12月期第3四半期 セグメント別業績

および取り組みと戦略

3－１．日本金融事業
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日本金融事業の営業収益と営業利益

34 36 

3Q FY12/2020 3Q FY12/2021

68 68

3Q FY12/2020 3Q FY12/2021

営業収益

単位：億円

営業利益

保証事業は安定した利益基盤であり、サービサー事業が好調という構図に変化はなく、1月

～9月の営業利益は計画を上回って推移
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日本金融事業の保証残高の推移
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単位：億円

保証期間の長いアパートローンの占める割合が大きいこともあり、保証残高は安定推移

・9月末のアパートローンの保証残高は好調な中古アパートローンが下支えし6月末比横ばい

410
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中古アパートローン保証残高の推移

単位：億円
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 2020年11月に開始した中古アパートローンの2021年1月～9月の保証実行額は約28億

円と計画（24億円）を上回り、9月末の保証残高は31億円に到達
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8,380 

1,287

2020/

03 06 09 12

2021/

03 06 09

請求債権残高は買取債権および回収受託債権を含む

単位：億円 約9,600億円

日本保証が保有する

簿外債権残高

（請求可能債権）

パルティールにて取扱う

請求債権残高

パルティールにて取扱う債権については、回収が計画を上回ったものの、カード・ショッピング

債権と自動車系のカード・割賦債権などの債権買取が順調に推移した結果、足元の請求

債権残高はさらに増加

日本保証が保有する簿外債権の回収も計画を上回っているものの、債権残高は横ばい

サービサー事業における請求債権残高
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取り組みと戦略

日本保証

 既存の取り組みは継続し、更なる保証残高（合計3,000億円）を積み上げるため
の新たな取り組み
・土地の仕入れから、アパートの建築、投資家の開拓、販売、ローン保証まで自前でワ
ンストップで行うことにより、アパートローンなどの保証残高を増大する取り組みを開始
⇒アパートを購入する投資家のみならず、ローン提供する金融機関からも好評を博し
ており、この取り組みは出足好調

・保証提携先の拡大等
-ソーシャルレンディング保証（提携4社）
-不動産特定共同事業法に基づく不動産買取保証（提携3社）
-子会社のロボットシステム社との協業で不動産特定共同事業法のシステム販売
および開発

パルティール債権回収

 コロナ禍で他のサービサーが債権買取の入札を手控える中、引き続き、事業拡大の
チャンスと捉え、積極的に入札に参加

 取引先金融機関は一気に倍増
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通期予想に対する3Q進捗率は営業収益が82%、営業利益は99%

日本金融事業における3Q進捗率

36 

3Q FY12/2021

68 

3Q FY12/2021

営業収益 営業利益

通期予想 83

実績値 68

通期予想 36

実績値 36

進捗率

99％

進捗率

82％

単位：億円 単位：億円
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3. 2021年12月期第3四半期 セグメント別業績

および取り組みと戦略

3－２．韓国及びモンゴル金融事業
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韓国及びモンゴル金融事業は、前年同期比増収、営業増益

・主力のJT貯蓄銀行が、貸出残高の増加などから前年同期比増収、営業増益

単位：億円
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19
※数値は現地通貨に9月末レートを乗じ表示

※残高は現地会計基準

単位：億円

JT貯蓄銀行の貸出資産ポートフォリオと90日以上延滞債権比率の推移

貸出残高は消費者無担保と消費者以外無担保が増加傾向

 90日以上延滞債権比率は3%前後で低位安定推移
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取り組みと戦略

JTキャピタルは2021年8月に株式譲渡完了

 譲渡価額は約111億円（2021年7月末の1ウォン=0.0957円で換算）

JT貯蓄銀行は2022年4月末までに株式譲渡予定

 2021年11月末までに譲渡契約を締結し、2022年4月末までに譲渡予定

 譲渡価格は自己資本を基準に決定予定
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通期予想に対する3Q進捗率は営業収益が81%、営業利益は104%

韓国及びモンゴル金融事業における3Q進捗率

28 

3Q FY12/2021

110 

3Q FY12/2021

営業収益 営業利益

通期予想 136

実績値 110
通期予想 26

実績値 28

進捗率

104％

進捗率

81％

単位：億円 単位：億円

通期予想（26）
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3. 2021年12月期第3四半期 セグメント別業績

および取り組みと戦略

3－３．東南アジア金融事業

以下のページでは、社名を省略して記載しています。

・Ｊトラスト銀行インドネシア（BJI）

・Ｊトラストオリンピンドマルチファイナンス（JTO）

・Ｊトラストインベストメンツインドネシア（JTII）

・ ターンアラウンドアセットインドネシア（TAID）

・Ｊトラストロイヤル銀行（JTRB）
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営業収益

単位：億円

営業損益

120 120

3Q FY12/2020 3Q FY12/2021

-43 

-29 

3Q FY12/2020 3Q FY12/2021

 営業損益はBJIの営業赤字幅の大幅縮小とJTRBの増益により前年同期比で損失幅が縮小

 営業損失額は計画を上回るペースで改善中

東南アジア金融事業の営業収益と営業損益

単位：億円
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東南アジア金融事業における主要企業の営業損益

3Q FY12/2020
(2020/1/1~2020/9/30)

3Q FY12/2021
(2021/1/1~2021/9/30)

差異
（※1）

BJI -42億円 -18億円 24億円

JTO -7億円 -8億円 -1億円

JTII 5億円 -0億円 -5億円

JTRB 4億円 8億円 4億円

（※1）億円未満を切り捨て表示した数値の差額を億円単位で計算しております。

 BJIの営業損益は前年同期比24億円改善したほか、JTRBは同4億円増益
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JTRB
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単位：億円 1,166

※数値は現地通貨（USドル）に9月末レートを乗じて表示

JTRBの預金残高とCost of Fundsの推移

キャンペーンと新商品投入などから預金獲得額が計画を上回って推移し、残高は増加傾向

COFは低位安定
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JTRBが低金利預金獲得のために投入した新商品の動向
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The One

残高（左軸、百万ドル） 顧客口座数（右軸）

Premier Savings Plus：最低預金額5万ドル、預金額に応じた優遇金利、プレミア ラウンジ（全6か所）における専任マネージャーを
窓口とした接客対応が特徴の普通預金。

The One：2020年2月にリリースした普通預金。最低預金額を1ドルに下げ、従来の口座維持手数料等を撤廃した商品。

 2021年6月15日発売の「Premier Savings Plus」は9月末時点で205件、65百万ドル

に達するなど好評

 「The One」も残高、口座数ともに増加傾向

単位：百万ドル 単位：百万ドル
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28
※数値は現地通貨（USドル）に2021年9月末レートを乗じて表示

JTRBの貸出残高と90日以上延滞債権比率の推移

とくに法人向けの貸出が伸び、貸出残高は拡大傾向が持続

90日以上延滞債権比率は引き続き低位安定
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JTRBの利息収入と受取手数料の推移
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貸出残高の増加に伴うかたちで利息収入が増加傾向を持続

一方で、新型コロナ感染拡大の影響もあり、受取手数料は伸び悩み

（注）2019年8月に現JTRB取得

百万円
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（トピックス）JTRB

Global Business Outlooks社・・・本社ロンド
ン。世界中の銀行、保険、証券、エネルギー、
観光、不動産等カバーする出版社。Global 
Business Outlook Awardは、毎年１回、世界中
の企業の優れた点を評価し表彰。対象企業は、
ベンチャー企業から大手企業までパフォーマン
ス、イノベーション、業界の価値創造に意欲的
な企業を表彰している。

Global Business Outlookより「Most Customer Centric Bank Cambodia 
2021」を受賞
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（ご参考）カンボジアにおける銀行セクターの成長状況
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カンボジアにおける銀行セクターの総資産の推移

総資産
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（出所）National Bank of Cambodia
ただし、2020年の為替レート（1USドル=4,045リエル）を過去に遡って使用して米ドルに換算

カンボジアの銀行セクターは年間15％から20％の成長が継続
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取り組みと戦略

JTRB

 業容(預金、貸出金)拡大方針の維持による安定収益の確保
 Cost of fundsを意識した金利の設定と管理、低金利預金の獲得強化
 新規顧客層の開拓強化
 大企業との取引拡大
 富裕層向け商品や各種普通預金商品のラインアップの充実
 モバイルアプリ、ネットバンキングのサービス拡充



33

インドネシア事業
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BJI 預金残高とCost of Fundsの推移

単位：億円

 預金残高は昨年6月を底に増加傾向が持続

 大口の高金利預金から小口の低金利預金への誘導策が奏功し、COFは過去最低水準をさらに更新

※数値は現地通貨に9月末レートを乗じて表示

参考レート：１IDR＝0.0079円
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BJI 進出直後と現在のCost of Fundsの比較

 COFはインドネシア進出直後の9.30%から足元では4.84%まで低下
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2015年
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BJI 新規預金口座獲得件数の推移

大口預金に頼らず低利な小口預金の獲得に注力する戦略を継続

 2021年の新規預金口座獲得件数は、昨年を下回った8月を除き、各月における過去最高
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単位：億円

BJI 貸出残高とNPL比率

成長が可能な一部セクターへの選択的かつ慎重な貸出を継続しているものの、資金需要は
強く、貸出残高は増加

 9月は不良債権の回収が進んだことに加え、残高の増加もありNPL比率は4.64%へ低下

※数値は現地通貨に9月末レートを乗じて表示

参考レート：１IDR＝0.0079円

ネットNPL 
2.87％

●
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2020/

01

2020/

12

2021/

09

旧体制で積み上げた

ローン残高

新体制で積み上げた

ローン残高

【2020年1月以降の新体制で積み上げたローン残高とNPL比率】

9月末債権残高：8.5兆ルピア=677億円

新体制で積み上げたローンの
NPL Grossは2021年9月時点で

“0.10％”

旧体制で積み上げたローンの
NPL Grossは2021年9月時点で

“12.86％”

 2020年1月以降の新体制においてリスクマネジメントを強化

・新体制で積み上げたローンのNPL比率は2021年9月時点で0.10%

・新体制による貸出残高は全体の64%まで拡大
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（トピックス）BJIが飯田グループと住宅ローンの業務提携

 11月2日にBJIは飯田グループが分譲開発しているREIWA TOWN（注）における住宅

ローンの業務提携を締結

（注）飯田グループは、日本における戸建分譲住宅でシェアNo.1。REIWA TOWNはジャカルタ特別州に隣接する西ジャワ州にあるデポッ

クに位置し、プロジェクト全体で商業施設を含め1,650棟の分譲開発を予定しており、121棟の先行販売を開始している。

 PT IIDA Group Holdingsは、BJIとこの業務提携を行うPT ABDILUHUR 

KAWULOALIT （アブディルフル・カウロアリット）社のほか、インドネシア国内各地に事業展

開しており、順次各社との住宅ローン業務提携を締結する予定
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コロナ禍の影響を考慮し、戦略的に貸付を抑制していることにより、貸付残高は減少傾向

貸付残高が減少していることなどから、NPL比率は上昇、ちなみに貸倒引当金控除後のネッ

トNPLは2.65%

JTOの貸付残高およびNPL比率の推移

※数値は現地通貨に9月末レートを乗じて表示

参考レート：１IDR＝0.0079円
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不良債権買取回収事業

単位：億円
単位： 億円
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JTIIの請求残高と回収金額の推移

新型コロナ対策としてロックダウンが実施され、一般業種に対しては100%在宅勤務命令が
発令されるといった厳しい事業環境下、2021年7月～9月の回収金額は大型案件のあった
前年同期比では減少も4月～6月比89%増加

・7月～9月には計画を上回る回収金額を記録

※数値は現地通貨に9月末レートを乗じて表示

換算レート：１IDR＝0.0079円
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取り組みと戦略

BJI

 戦略的パートナーシップを結べる業務提携および資本提携を検討、推進
 財務的に苦しい金融機関からの債権買取やM&Aを検討
 大手企業への貸出を伸ばすために当該顧客とパイプラインを持つダイレクター
らを招聘し、M&Aが無くても成長できる体制を構築中

JTO

 パンデミック下において事業環境の悪化が顕著であるため、引き続き業態転
換を含めた事業の方向性を様々な角度で検討

JTII・TAID

 新型コロナ感染拡大により不良債権の増加が予想され市場拡大見込み
 新たな取り組みとしてTAIDはフィンテック企業から債権回収業務を受託
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通期予想-43億円に対して3Qの営業損益は-29億円で着地

東南アジア金融事業における3Q進捗率

120

3Q FY12/2021

営業収益 営業損益

通期予想 189

実績値 120

進捗率

64％

単位：億円

-29

3Q FY12/2021

通期予想 -43億円
実績値 -29億円

単位：億円
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3. 2021年12月期第3四半期 セグメント別業績

および取り組みと戦略

3－４．投資事業
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営業収益

単位：億円

営業損益

シンガポール控訴裁判所判決の一部履行として受領した37百万米ドルを1Qに計上したほか、

2Qには17百万米ドルと7.2百万米ドルおよび1.25百万ドルを計上、さらに3Qには7月9日に

受領した1.16百万ドル弱および7月19日に受領した9.97百万ドル弱を計上

投資事業の営業収益と営業損益

-12 
3Q FY12/2020 3Q FY12/2021

60

7 5

3Q FY12/2020 3Q FY12/2021

単位：億円
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通期予想に対する3Q進捗率は営業収益が88%、営業利益は114%

投資事業における3Q進捗率

60 

3Q FY12/2021

5

3Q FY12/2021

営業収益 営業利益

通期予想 6

実績値 ５
通期予想 53

実績値 60

進捗率

114％

進捗率

88％

単位：億円 単位：億円

計画（53）




